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このたびは人間科学部心理学科として発足されましたことに，卒業生の一人として心よりお祝い申し
上げます。ホームカミングデイに参加させていただき，充実した設備と内容を見学させていただいて，
とても誇らしく，かつて学んだ校舎を目にして懐かしさで胸がいっぱいになりました。私が在学した当
時は文学部人文学科心理学コースという組織でしたが，新学部に独立した学科として設置されたこと
は，心理学という領域の重要性がいっそう認知されてきたことを示すのでしょう。このために力を尽く
された先生方やスタッフの皆様に敬意を表する次第です。
専修大学の心理学研究室は，現在の私に大きな影響を与え，方向付け，育ててくれた特別な意味のあ
る場所でした。そこで，この場をお借りし，母校への感謝の意味もこめて，恩師との思い出と当時の状
況，今の私とのかかわりについて書いてみたいと思います。
ほとんど将来のことを何も考えていなかった私は，昭和５２年に文学部に運よく入学しました。心理学
コースを選んだ理由もいま考えてみると消極的なものでした。ただ，入学してみると科学的な手続きや
実験データの統計処理等，文学部という入れ物と少し雰囲気の違う分野だな，と感じました。当時学生
の間では少人数のグループで新しいものを勉強してみようという雰囲気があって，私はいろいろな会に
参加しては挫折する，ということを繰り返していたように思います。
例えば，当時普及しつつあったマイコンを学ぼうという会がありました。今のパソコンと違い，ワン
ボードマイコンという，電子基盤がまるだしの武骨なマシンです。これに１６進キーボードと１行の液晶
ディスプレイが付いています。アセンブリ言語でプログラミングして簡単な処理を行う段階でしたが，
将来これを実験の制御に使ったら面白いだろうな，と漠然と思いました。しかしそれはそれきりになっ
てしまいました。というのは，パソコンが私の勉強よりも速いスピードで進化してきて，そうした原始
的なマシンを使う必要がなくなったからです。
そのころにお会いして，卒業研究ゼミまでご指導いただくことになった故東條正城先生は，生理学的
心理学や心理学統計などの講義を担当されていて，文学部らしくない雰囲気を醸し出していました。私
は東條先生の研究に非常に興味を持ち，研究室に通いました。先生は脳機能と心の関係を，脳波や誘発
電位を利用して研究しておられました。私はゼミなどで脳の生理学を学びながら，えもいわれぬ医学的
な雰囲気に浸って，この分野の研究にあこがれのようなものを持ち始めていました。
精神疾患と脳波の関係に興味を持った私は先生に相談したところ，東大病院の精神神経学教室の S
先生を紹介していただきました。不勉強な私は S先生が脳波でとても有名な方だということを少しあ
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とに知りました。東條先生は S先生と長年一緒に研究をされてきたそうで，いくつか共著の論文も読
ませていただきました。私は精神疾患と脳波に関することを卒業研究のテーマとし，外部機関での卒業
研究を許可していただき，病院でデータを得て分析して卒業論文としました。そんなわけで，私が卒研
で“通院”中，東條研究室に通う回数が減り，今となってはどうしようもありませんが，もう少し相談
したり，進捗の報告をするべきだったと反省しています。先生が亡くなられた後，あのとき先生は私を
快く思っておられなかっただろうな，と漠然とした思いが残っています。
それでも寛容な先生は笑顔で接して下さり，私も無事卒業できるはこびとなりました。
卒業後も私は漠然と研究を続けたいと思い，東條先生に他大学の大学院に進学したい，という希望を
表明しました。すると先生は少し考えた後，それはやめておいたほうがいい，という意味のことをおっ
しゃいました。当時専修大学には心理学を学べる大学院が設置されておらず，他大学の大学院に進学す
る人も少数いました。しかし，生理学的心理学や精神疾患に関する研究を続けても，将来職を得ること
は困難だという状況は，私でもなんとなく理解できました。例えば，医師以外の研究者が精神疾患の研
究を行っても，将来の就職できる領域はきわめて限定されてしまうわけです。先生は言葉にはしません
でしたが，もっと優秀な人が就職できない状況なのだから，君はやめておいたほうがいい，というメッ
セージが先生の表情から読み取れました。
しかし，私に欠けていたのは，私自身の能力の足りなさを認識する力でした。それで，先生の指導に
逆らって，他大学の修士課程を受験しました。当時の試験には第二外国語が課されており，教育系の大
学だったので，教育学関係の試験もありました。私には学力が絶対的に不足している上に，プレゼン
テーションがとてもへただったので，絶望的だったのですが，運よく，まるで綱渡りが偶然成功するか
のように合格することができました。
進学した修士課程でも，これまでの東大病院での研究を継続するために，外部研究を許可していただ
き，“通院”しました。今度は，幼児自閉症の脳波研究に参加して，いくつか論文も書かせていただき
ました。医師の先生方は本当に親切にしてくださって，論文の指導なども細やかでした。これは，私が
ある意味で労働力だったからでしょう。しかし医師の先生方は本当に大変です。朝から夜まで患者さん
を診療し，それからが研究の時間ですから。それに対し，私は朝から晩まで勉強（しようと思えばでき
る）時間があるのに，怠けてしまうのでした。もっと時間を有効に使うべきでした。しかし，私は修士
課程をまたまた綱渡り的な危うさで修了することになりました。そのころ，S先生を中心に，脳波を最
新のコンピュータを用いて定量解析する話が盛んに論じられて，私も興味を持ちました。これが医用工
学との出会いの最初だったと思います。それで，生体情報処理という分野の，すっきりした精密さに魅
了されました。しかし，進学した大学には博士課程が設置されていませんでした。ところが，私の博士
課程へ進学したいという思いは，やみがたいものとなっていました。
東條先生は，こんどこそ反対だよ，というような，すこしきつい口調で私を諭しました。博士課程へ
行けば，進路はいよいよ狭くなる。医師以外の人間が医学周辺分野で教育研究職を得るのはかなり困難
だから，悪いことは言わない，止めておきなさい，というメッセージが，先生の少し悲しげな表情から
読み取れました。同じようなことを卒論のときに言われて，まったく懲りていなかった私は，某大学の
医学部付属医用電子研究施設の医学系博士課程を受験しました。そして幸か不幸か，その大学院に入る
ことになりました。
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博士課程の指導教官は SM教授という，とても有名な方で以前は分布定数回路という，私にはまった
く説明できない分野の研究で成果を挙げた後，医用電子工学を専門としている先生でした。SM先生の
研究室では毎週土曜日の朝９時にゼミ室に集合して，順番に毎週２名が研究発表をして，それについて
全員で討論するのがならわしでした。そこで，私は数式と外国語と物理などの悪霊？と格闘することに
なりました。私は理工系の素養は皆無で，聞きかじりの知識でなんとかやってきましたが，今度こそま
ずいことになったな，と思ったのでした。
そこで，もぐりで工学部の H先生の信号処理に関する講義を聴きにいきました。数学がわからない
私としては，精一杯準備してなんとか理解に努めました。また，当時助手だった I先生に電子回路を少
し教わりました。しかし，土曜日のゼミがおそろしい会であることには変わりありませんでした。東條
先生には，なにか気恥ずかしく，全部を報告できませんでした。こんな私ですが，現在，某大学の工学
部の教職について，理数系の講義までしている自分が不思議でなりません。
大学院修了後，あるとき先生から非常勤講師として専修大学の心理学コースで心理測定の１項目を手
伝ってくれないか，というお話をいただきました。そのとき私は専任の職を得ていたのですが，直ちに
お受けしました。母校のお役に立てるのは名誉なことですし，先生ができの悪い私を今まで気にかけて
下さっていたことが嬉しく，なにか恩返しができないかな，と思っていたからです。それから，心理学
から遠ざかってしまっている自分に気がつき，ちゃんと授業ができるのだろうかと，にわかに心配にな
りました。勉強不足のまま授業をさせていただき，当時の学生さんにはお詫びしたいくらいなのです
が，私自身は大いに楽しませていただきました。
私がホームレスにならずに済んだのは，先生からいただいたリスクに対する冷静な評価と予測が，無
意識のうちに私を導いていたからかも知れません。大学院進学のときいただいた東條先生の助言は，ま
ったく正しく，どの先生であっても同様に指導したのだと思います。試験は水物，ということでしょう
か。ある年に先生からいただいた年賀状には，授業を手伝ってもらって感謝しています，という言葉が
独特の手書き文字で書かれていました。それから何年かして，先生が突然病気でお亡くなりになったと
知りました。とことん逆らい続けてなお最後まで配慮してくださった先生との出会いは，専修大学に入
学しなければ絶対に得られなかった体験だといえます。私も先生のように学生の将来を本当に考えて助
言できる教師になれるだろうか，と自問しています。
得がたい経験をさせていただいた母校と先生方にあらためて感謝致すとともに，今後のさらなるご発
展をお祈り申し上げ，この小文を終えたいと思います。
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